
マンド、インテル® マルチサンプル・テクノロジ

の 4つの主な機能によってパワーを発揮します。

インテル 64ビット・データ・パイプラインは、

インテル XScaleマイクロアーキテクチャ・パイ

プラインと密接に結合され、より効率的で高速

なデータ転送を可能にします。インテル・パラレ

ル・メディア・プロセシングは、8ビット、16ビッ

ト、および 32ビットの複数のデータ要素を並列

処理します。これにより、インテル・ワイヤレス

MMXテクノロジは、整数データの計算を繰り返

し逐次実行する多くのアプリケーションを高速

化できます。インテル ワイヤレス MMX命令と

インテル XScaleマイクロアーキテクチャ命令

は、組み合わせて使用できます。インテル・メディ

ア・パワー・オンデマンド・テクノロジにより、命

令を実行する必要があるときにのみ、インテル

ワイヤレスMMXテクノロジをアクティブできま

す。最後に、インテル・マルチサンプル・テクノロ

ジは、インテルワイヤレスMMXテクノロジの大

きなレジスタファイルを使用して、複数の出力値

を同時に計算するときの多くの中間結果を格納

して、マルチメディア・アルゴリズムのパフォー
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モバイル機器でリッチなマルチメディア/通信機

能を利用する傾向は、ますます強まっています。

ハンドヘルド・ワイヤレス機器市場のエンドユー

ザは、デスクトップ上で楽しむのと同じレベルの

マルチメディア/通信の環境を、モバイル機器に

も要求しています。このニーズに応えるために、

ソフトウェア開発者は、リッチなマルチメディア

に必要なパフォーマンスが得られる、操作性の

よい汎用プロセッサを必要としています。機器

メーカは、バッテリ駆動時間を犠牲にせずに、こ

の課題を達成する必要があります。

インテル® ワイヤレス MMX® テクノロジは、

インテル® XScaleTM マイクロアーキテクチャを

シームレスに拡張した、高性能、低消費電力の最

新テクノロジです。インテルワイヤレス MMXテ

クノロジは、インテル®パーソナル・インターネッ

ト・クライアント・アーキテクチャ（インテル®

PCA）に基づく今後のプロセッサ向けに、一連の

新しい強力な命令セットを提供します。これらの

新しい命令セットは、インテル PCAベースのモ

バイル機器のマルチメディア体験を強化する上

で効果的です。インテル ワイヤレスMMXテクノ

ロジは、インテル®アーキテクチャ（IA）テクノロ

ジの堅固な基礎に基づいて開発され、インテル

MMXテクノロジ命令セット、インテル®ストリー

ミング SIMD拡張命令（インテル® SSE）の整数

命令、およびインテル XScaleマイクロアーキテ

クチャ独自の全く新しいマルチメディア・アクセ

ラレーション命令を統合しています。

この強力な 64ビット SIMD（Single Instruction

Multiple Data）アーキテクチャにより、モーション・

ビデオ、ビデオと統合されたグラフィックス、画像

処理、オーディオ合成、音声合成/圧縮、テレフォ

ニー、テレビ会議、2Dグラフィックス、および

3Dグラフィックスなどの多くのアプリケーション

で、パフォーマンスが飛躍的に向上します。

インテルワイヤレスMMXテクノロジは、インテル

XScaleマイクロアーキテクチャに 43個の新し

い命令を追加しました。インテル ワイヤレス

MMXテクノロジは、インテル® 64ビット・データ・

パイプライン、インテル®パラレル・メディア・プ

ロセシング、インテル®メディア・パワー・オンデ
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マンスを向上させます。この機能により、インテル ワ

イヤレスMMX命令は、メモリからフェッチされたデー

タを最大限に利用でき、オーディオ/ビデオ処理の高速

化と消費電力の削減が図れます。

インテル ワイヤレスMMXテクノロジは、シンプルに定

義されています。インテルMMXテクノロジとインテル

SSEをすでに利用している PCソフトウェア開発者は、

インテル ワイヤレス MMXテクノロジのプログラミン

グ環境にただちに適応できます。これにより、インテル・

アーキテクチャの既存のコード・ベースから、インテル

PCAベースのモバイル機器への移植がスピードアップさ

れます。また、インテルワイヤレスMMX テクノロジは、

現在および将来のアルゴリズムから作成されるモバイ

ル・ソフトウェア・アプリケーションの幅広い領域のニーズ

に対応できる汎用性を持っています。最後に、インテル

ワイヤレス MMX 命令は、アプリケーション、コーデッ

ク、アルゴリズム、およびドライバ内で使用できます。

インテルは、業界大手各社の協力とインテル® ツール製

品の開発により、広範囲にわたる開発環境で今すぐに

インテル ワイヤレス MMXテクノロジがサポートされ

るように努力してきました。この環境は、ハードウェア

だけにとどまらず、コンパイラ、ベクトル化コンパイラ、

アセンブラ、デバッガ、シミュレータ、エミュレータ、組

み込み関数、およびインテル® インテグレーテッド・

パフォーマンス・プリミティブ（インテル® IPP）で構成

されます。これらのツールを組み合わせて、今すぐに、

インテル ワイヤレス MMXテクノロジで最適化を始め

られます。

主なアプリケーション

� ゲーム/グラフィックス

� ブラウザ・プラグイン

� ビデオ・デコードおよびビデオ・エンコード

（MPEG4、H.263）

� 暗号化/復号化

� オーディオ・デコードおよびエンコード（MP3）

� 音声コーデック（GSM-AMR、G.729）
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機能 利点

インテル® 64ビット・データ・パイプライン より少数の命令で一度により多くのデータを処理し従来のインテル®

XScaleTMテクノロジよりメディア・パフォーマンスを向上させます。

インテル®パラレル・メディア・プロセシング 最適化されたメディア命令を使用して、最大 8つのデータ要素を並

列処理し、ビデオ・エンコード/デコードと 2D/3Dゲーム用のグラ

フィックス描画を高速化します。

インテル®メディア・パワー・オンデマンド 命令ごとに、要求に応じてマルチメディア・ユニットをアクティブに

することで、アクティブになっていない時間の消費電力を抑制し、

省電力機能の効率を向上させます。必要に応じて、インテル® ワイ

ヤレスMMX® 命令とインテル XScaleテクノロジ命令を組み合わ

せて使用できます。これにより、複雑な同期化オーバーヘッドなし

で、コード開発が簡単に行えます。

インテル®マルチサンプル・テクノロジ インテル ワイヤレス MMX テクノロジの大きなレジスタファイル

を使用して、複数の出力値を同時に計算するときの多くの中間結果

を格納すれば、マルチメディア・アルゴリズムのパフォーマンスを

向上させます。これにより、メモリからフェッチされたデータを最

大限に利用して、オーディオ/ビデオ処理の高速化と消費電力の削

減が図れます。

インテル XScaleマイクロアーキテクチャ・ソフトウェア この総合的な開発環境を使用して、アプリケーション開発者は、

開発ツール集 インテル・ワイヤレス MMX テクノロジのパワーを活用し、アプリ

ケーション開発期間を短縮できます。

インテル® IPP、インテルワイヤレスMMXテクノロジ対応 アプリケーション開発者は、一連のマルチメディア・パフォーマン

ス・ライブラリから、あらかじめ最適化された関数を選択し、

インテル ワイヤレスMMX命令をフルに活用できます。これによ

り、アプリケーション開発期間の短縮だけでなく、従来と同じ API

を使用できるため、新しいハードウェアへのコードの移植もはるか

に簡単に行えます。このライブラリは、インテル XScaleテクノロ

ジ向けに最適化されています。
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インテルへのアクセス

デベロッパ・サイト http://www.intel.co.jp/jp/developer/

インテル ® PCAアプリケーション・プロセッサ・ホームページ http://developer.intel.com/design/pca/applicationsprocessors/（英語）

その他のインテル・サポート:インテル資料センタ http://developer.intel.com/design/litcentr/（英語）
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インテル®ワイヤレス MMX®テクノロジの詳細な情報は

http://www.intel.com/go/wirelessMMX/（英語）をご覧ください。

詳細はインテル®デベロッパ・サイト http://developer.intel.com/（英語）をご覧ください。


